
特 集特 集 私らしく生きたい
～認知症になっても～

　昭和20年、北九州の小倉生まれ。父親は警

察官で転勤も多かった。「小さい頃、父親が

非番の時はよく抱っこしてくれました」とほ

ほ笑んだ。小学生の頃に父親の実家に引っ越

した。都会から田舎に引っ越ししてきたこと

でいじめに遭うが、先生にも母親にも言わな

かったと言う。その後、短大を卒業し、幼稚

園で働いた。

　23歳の頃、お見合いでご主人と出会い結

婚。お見合いをした頃は「もういいやこれ

で」って感じだったと明るく笑いながら冗談

交じりに話す。ご主人は関西で就職をし、一

緒に大阪へ移住。人柄をきくと、「やさしい」

と。家の管理などすべてしてくれた。でも麻

雀やお酒を飲むことが好きだったので、会社

が終わっても朝帰り。それでも櫻木さんは

「怒りはしませんでしたよ。その後役員に

なったし許してやろう」と笑って話す。

　子どもは二人の娘を授かり、子育てをしな

がら保育園に勤め、60歳ぐらいまで働いた。

「かわいい子どもたちと一緒に遊んだのが楽

しかった」と話す。

　ピアノは、最近あまり弾かないが、持って

いたアップライトピアノを孫に譲ったので、

今は近所の人から譲り受けた電子ピアノを大

事に置いていると言う。「昔、音楽の時間に

『まあなんて音痴なんでしょう』なんて言わ

れたことがあってね」と面白おかしく話され

た。定年後は俳句、社交ダンス、スイミング

スクール、習字、大正琴を習っていた。大正

琴は先生として教えていたほどの腕前だった

そうだ。

　そして４年前にご主人が他界。「寂しかっ

たです」でかけるときは仏壇に「行ってきま

す」帰ってきたら「お父さん、ただいま」時

には「なんで死んだの」と声をかけていた。

「娘が泊まりにきてくれたりお出かけの時に

声をかけてくれたり。家族に支えられた」と

話した。

長い年月の出会いと別れ

実は・・・
皆さんもこのように

思っています。

あなたは、家族が認知症になったら、協力を
得るために、近所の人や知人など、知ってお
いてほしいと思いますか？
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大和郡山市　認知症事業紹介（一部抜粋）

その他の取り組みや詳細については、ホームページをご覧ください。

●認知症サポーター養成講座

●もの忘れ相談会

●認知症カフェ

●認知症予防出前講座 医療・介護の専門職が様々なテーマで認知症予防に
ついてお話します。

認知症についての相談窓口
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認知症についての相談窓口

地域包括支援センター

平和地区公民館内
若槻町 4-4
電話  0743-51-0700
Fax 0743-51-0710

◇相談時間：月～土 
　　　　　　9：00～ 17：00

あすなら苑敷地内
宮堂町 160-7
電話  0743-57-2233
Fax 0743-57-1153

◇相談時間：月～日
　　　　　　9：00～ 18：00

片桐地区公民館内
小泉町 105-1
電話  0743-55-7011
Fax 0743-55-7012

◇相談時間：月～金 9：00～ 17：00
  　　　　　 土 9：00～ 12：00

電話  0743-55-7733
Fax 0743-55-6831

◇相談時間：月～金
  　　　　　 8：30～ 17：15

平和・郡山南地区【担 当】昭和・治道・筒井地区【担 当】片桐・西田中・新町地区【担 当】郡山北・郡山西・矢田地区【担 当】

第二地域
包括支援センター

第三地域
包括支援センター

第四地域
包括支援センター

認知症について学ぶ約 90分の講座です。

もの忘れ相談プログラムを使ってセルフチェックを行います。

認知症の方やその家族と地域住民が気軽に
お話できる居場所です。

編 集 後 記
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令和５年３月　大和郡山市　介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より

大和郡山市
認知症事業

（市内 14 ヶ所）

不明／無回答  6％　　
全く思わない

4％

あまり
思わない
14％

どちらでも
ない
15％

ややそう思う
29％

そう思う
32%

　今や、高齢者の５人に１人が認知症になる可能性があると言われています。決して

他人ごとではありません。

　今回は、認知症と診断された ご本人 櫻木幸子さん（仮名） と 娘 みゆきさん（仮名） に

インタビューをさせていただきました。 

　現在も料理や洗濯、買い物等身の回り
のことは自分でこなし、お一人暮らしを
されている櫻木さん。認知症を受け入
れ、毎日明るく前向きに過ごされている
櫻木さんにお話を聞かせていただきたい
と思い、今回のインタビューを実施する
ことになりました。
　櫻木さんは地域との交流も活発で、自
治会の集まりにも積極的に参加されてい
るそうです。コミュニケーション力の高
い櫻木さんとのインタビューは、女子会
のような雰囲気で、１時間はあっという
間に過ぎました。とても楽しいひととき
でした。
　認知症があっても尊厳と希望を失うこ
となく、家族や友人、ご近所の人ととも
に、地域で安心して暮らせる社会をつ
くっていきたいと思います。

（大和郡山市地域包括支援センター　藤原・西川）



　９年前「自分の中で頭がもやぁとなった感

じがしました」そう話したのは櫻木さんだっ

た。「頭痛なんていつもだったらどうこうない

のですが、今回はおかしいな」と櫻木さんは

続けた。娘のみゆきさんは、「最近同じこと

を何回も聞いてきてるな。あれ、これって…っ

て思いました」と話す。その時はおそらく他

人にはわからない程度で、かかりつけの病院

では、大丈夫だと言われた。数年後、かかり

つけ医も違和感を感じたのか、再受診時に専

門機関の紹介を受け、受診。そこで今から約

７年前に「認知症」と診断された。

　櫻木さんは、当時の気持ちを「『認知症な

んかになって…』と、あまりよくないイメー

ジで、ショックでした。認知症って治らない

しね。真っ先に『先生、徘徊するのでしょうか』

と聞きました」と話す。家族は、「最初の違和

感は他人には分からない程度のものだったと

思う」「最初から専門的なところにかかって

いれば」と振り返る。

始 ま り

　周囲の人に伝えたいことはありますかと尋

ねると、「とくにはありません。今のところ

変な目で見られることもないので、このまま

自然にお付き合いしていただければありがた

いです」と話す。続けて「もうこの歳ですから、

良くも悪くも、くよくよしたってしょうがな

いと思っています。ご近所の奥さんがお散歩

に一緒に行ってくれたり、誘ってくれたり。

その時は分かっていても後から振り返ると、

どなたかはちょっと分かりませんが、そんな

風に親切にしてもらっています」と近所の方

への感謝の気持ちも語った。

　みゆきさんも共感するように、「正しい知

識を持って、偏見じゃなく自然な母として接

ありのままのあなたと、
自然なお付き合い

　みゆきさんに、今のお母さんへのイメージ

を聞くことができた。お父さんが亡くなられ

た頃、「寂しい…泣いてるの」と話すお母さ

んを見ていたそうだ。それでもデイサービス

に行くようになり、外へ出歩き景色をみたり、

「お月さまきれいよ」とお母さんが話をして

いたのだという。そんな櫻木さんのそばで、

「母の目が外に向いているのはいい事だと思

う」と優しく語る。一方で、時々口にする言

気持ちは忘れない

　認知症に対する思いをふと口にされた。「認

知症って病気なのでしょうか。『認知症だ』

と伝えた途端に何かを感じるような目で見ら

れるのです。それは、そのような目で見る『世

間』が良くないなと思います」と認知症に対

する世間の先入観について、櫻木さんは真剣

な眼差しで語った。当時、大正琴の先生をし

ていた櫻木さんは、すぐに周囲にも認知症と

診断されたことを明かした。変わらず慕って

くれる生徒がいた一方、中には陰で「あの人

頭おかしいからやめとき」と周囲に言いふら

す人もいたと、みゆきさんは言う。「病気だ

から、いい悪いじゃない。でも先入観をもつ

人はいる」そう語った櫻木さんは、「これか

ら何かあればそうい

う（先入観のない）

時代になってほしい

ですね」と未来への

希望を語った。

認知症と分かった途端に
変わる周りの目

葉があるそうだ。「情けないね、忘れてるね」

「何も覚えてないのが残念」「出かけて楽し

かったけどどこに行ってきて何をしたんやろ

う」「楽しかったのに残念。情けないね」と

帰りの車の中で嘆くお母さんを見て、楽し

かったり嬉しかったりした時の気持ちは忘れ

ないんだ、と実感したのだそう。

　「連れていってもらうから安心して

嬉しいけど、忘れるんでしょうね。

でも、忘れたことを聞くことは恥じゃ

ないし、自分では平気」と冗談交じ

りで話すお母さんを見ながら、みゆ

きさんも隣で笑った。

　「表向きでは明るくしていても、自

分はいつか忘れてしまうんだ…って。

気にしていないようで気にしてると

思う。でも気にしているからこそ明

るいのだと思います」とお母さんの持ち前の

明るさと前向きさについて語った。

してほしい。先入観でできないと決めないで

ほしい。やはりオープンにすればその分周り

の方々も解って接してくれる。もちろんそう

じゃない方もいるが、母は皆さんに温かくし

ていただいていると思う」と語った。

　医療介護に携わる専門分野の人でも、偏見

の目で接しているように感じることがあると

言う。「やっぱり人間ですので、面倒くさく

感じる部分があっても仕方がない。それでも、

専門の人たちはそれを出さないようにしてほ

しい」と語った。

　「『記憶と感情は別もの』っていうのをすご

く感じるんですよね」そう続けて語った。「楽

しい気持ちはあるし嫌な気持ちもある。でも、

それが何だったのかを忘れてしまうのが認知

症という病気。嬉しいことは嬉しいって覚え

てるし、喋っている時の声も変わる」今もそ

う感じているかのように二人は笑顔で話し

た。「どうせ忘れるからと、蔑ろに接すると

嫌な気持ちは残る。そういうところも理解が

浸透したらいいなあと感じます」

一足先に認知症になった私からすべての人たちへ

月一回認知症カフェに参加し、ボランティアと

楽しく談話されている櫻木さん。

毎月楽しみに、自ら足を運ばれています。

病気というレッテルを貼られただけのもの。 言っ

たその日から急に何かが変わるわけではない。

記憶と感情は別もの


